
環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

1
（第１・土）

（第２・火）

2 3

（第２・月）

4

（第３・火）

5

（第２・水）

6

（第２・木）

7

（第２・金）

（第１・月）（第１・火）（第１・水）（第１・木）（第１・金）
8

（第２・土）

9 10

（第３・月）

11

（第４・火）

12

（第３・水）

13

（第３・木）

14

（第３・金）

15
（第３・土）

16

23

17

（第４・月）

18 19

（第４・水）
24 25

20

（第４・木）

21

27
（第４・金）

26

22

28 29
（第４・土）
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暖
房
時
の
室
内
温
度
20
度
で

　
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
南
国
市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
、市
庁
舎
等
の
事
務
事
業
に
よ
っ

て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
7

年
間
を
第
3
次
計
画
期
間
と
し
、

7
％
の
削
減
等
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　
第
３
次
計
画
期
間
の
取
り
組
み
状

況
は
以
下
の
通
り
で
す
。
目
標
非
達

成
の
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
計
画
期

間
全
体
の
削
減
率
は
10.26
%
に
達
し
、

順
調
に
削
減
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

30
年
度
1
年
間
に
お
い
て
は
、
基
準

年
度
比
で
非
達
成
項
目
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
環
境
省
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
暖
房
時
の
室
内
温

度
20
度
で
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
衣
」

　
マ
フ
ラ
ー
、
手
袋
、
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー

マ
ー
を
活
用
し
、首
、手
首
、足
首
「
三

つ
の
首
」
を
暖
め
ま
し
ょ
う
。
太
い

血
管
の
あ
る
部
分
を
あ
た
た
め
る
こ

と
で
、
体
全
体
が
あ
た
た
ま
り
ま
す
。

「
食
」

　
鍋
で
か
ら
だ
も
室
内
も
あ
た
た
め

ま
し
ょ
う
。
湯
気
に
よ
る
加
湿
効
果

で
体
感
温
度
が
さ
ら
に
上
昇
し
ま
す
。

冬
が
旬
の
根
菜
類
や
、
し
ょ
う
が
等

は
体
を
内
側
か
ら
あ
た
た
め
る
効
用

が
あ
り
ま
す
。

「
住
」

　
家
全
体
の
熱
の
50
％
は
窓
か
ら
流

出
し
て
い
き
ま
す
。
断
熱
シ
ー
ト
や

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
で
、
室
内
の
熱
を

逃
が
さ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
も
川
干
の
期
間
を
利
用
し

て
、
河
川
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時
／
３
月
１
日
㈰
８
時
〜

※
小
雨
決
行
（
順
延
無
し
）

■
集
合
場
所
／
市
役
所
北
側
駐
車

場
、
中
央
市
民
館
、
篠
原
一
本
松

■
備
考
／
手
袋
と
ご
み
袋
は
集
合
場

所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

南
国
市
地
球
温
暖
化
対
策

　
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）の

　
取
組
状
況
に
つ
い
て

舟
入
川・藻
川
一
斉
清
掃

　
今
年
も
春
を
告
げ
る
国
分
川
の
シ

バ
焼
き
と
清
掃
を
行
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
終
了
後
に
は
七
草
が
ゆ
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
２
日
㈰
10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
２
月
９
日
㈰

■
集
合
場
所
／
Ｊ
Ａ
久
礼
田
支
所
東

側
駐
車
場
、
国
分
橋
北
、
国
分

橋
南
、
岡
豊
橋
南

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

INFORMATIONINFORMATION

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成30年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が、ご家庭のカレンダー
でいつなのか分かりにくい場合は、
右の表を参考にしてください。

　　項目
ガソリン使用量
軽油使用料
電気使用量
用紙購入量
コピー使用量
再生紙利用率
温室効果ガス

削減目標
７％削減
７％削減
７％削減
７％削減
７％削減
90.0%
７％削減

達成度（平成 30年度）
12.5％減　達成
43.4％増　非達成
2.4％増　非達成
20.4％増　非達成
11.3％増　非達成
利用率 97.3%　達成
24.9％減　達成

（仮称）南国日章工業団地　新町名大募集！（仮称）南国日章工業団地　新町名大募集！

【予定地の現町名】田村、物部、立田

　南国市は企業誘致を促進して雇用の場を拡大するため、高知県と連携し
て新たに（仮称）南国日章工業団地の整備を、南国市日章地区で進めてい
ます。この（仮称）南国日章工業団地の立地予定地について新しい町名を
募集します。

■応募期間 令和元年１１月１日㈮～１１月２９日㈮必着
■応募方法 ハガキまたはメールに住所・氏名・電話番号・新町名を
 記入して送付
■応募先 〒７８３－８５０１　南国市大埇甲２３０１　
 南国市商工観光課企業誘致係
 ☎０８８－８８０－６５６０
 E-mail  n-kigyou@city.nankoku.lg.jp

地域情報に関するお知らせ

9/20 瓶岩地区で
「瓶岩地区懇談会」が開催されました

　瓶岩地区では、以前より、才谷龍馬先祖まつ
りや参勤交代の道（権若峠）の整備など、歴史あ
る地域の特色を生かした取り組みが行われていま
す。しかし、役員の高齢化や資金の確保について
課題があり、課題解決に向けて地域住民による地
区懇談会を開催することとなりました。
　懇談会では自治会、公民館など地域活動の中
心を担う役員らが集まり、新たな活動の担い手の
育成など、今後も事業を継続させていくために必
要となる対策について意見が出されました。
　また、中山間地域における除草対策や生活道
の保全状況の現状についても意見交換がなされ、
地域と行政が連携した地域保全活動が必要であ
ることの認識共有がなされました。

9/26 久礼田地区で
「地区長会議」が開催されました

　久礼田地区では、植田・久礼田・植野・領石の
地区長で構成された地区長会議が昨年６月より開
かれています。会は３ヶ月に１回、各地区が持ち
回りで行い、地域をより良くするための話し合いが
進められています。
　今回の会では、８月に開催された地域でのお祭
りの協力体制の見直し及び住民の参加率向上に
ついて意見が出され、これからの取り組みに生か
していくこととなりました。また、各地域の現状や
課題について報告があり、住民が暮らしやすい地
域となるための活発な意見交換が行われました。

地域の将来について住民が主体となって
　　　　　　考える取り組みが各地区で始まっています
地域の将来について住民が主体となって
　　　　　　考える取り組みが各地区で始まっています

■お問い合わせ／企画課コミュニティ推進係　☎880-6553

広報なんこく 2月号 広報なんこく 2月号2425

　

新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
！
※
農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
、担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、耕
作
放
棄
地
の

　発
生
防
止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促
進
の
こ
と
で
す
。

（１）農地の貸借・売買の許可、決定等及
び農地転用への意見について審議
します。

（２）農地利用最適化推進指針等を作成
します。

（１）担当地区での農地利用の最適化のため
の実践活動が主体です。

（２）総会等に出席し、農地利用の最適化
推進に関する意見を述べます。

（３）農地利用最適化推進指針の作成に
参画します。

農業委員の主な仕事 農地利用最適化推進委員
の主な仕事

 番号 　氏   名 住　　所

 1 髙芝　澄生 久礼田

 2 池　正人 前浜

 3 田岡　崇 上倉・瓶岩

 4 山本　桂 十市・緑ヶ丘

 5 今井　まち 上倉・瓶岩

 6 北村　一弘 日章

 7 　井　一成 大篠

 8 武市　憲雄 大篠

 9 中村　和雅 三和

 10 武市　忠雄 大篠

 11 末政　隆一 日章

 12 平田　修三 上倉・瓶岩

 13 濵田　好典 岡豊

 14 鈴木　郁馬 長岡

 15 濱田　章孝 国府

 16 垣内　育男 岡豊

 17 松岡　清 稲生

 18 森尾　晴代 十市・緑ヶ丘

 19 植野　永子 長岡

 番号 氏   名 担当地区

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

 10

 11

 12

 13

 14

 15

 16

 17

■問い合わせ
南国市農業委員会 ☎８８０－６５７３

西本　良平

岩原　英幸

門田　俊一

筧　　和幸

金田　善充

門田　理博

利岡　邦彦

西岡　祐三

山本　修平

北原　章吾

山北　泰司

杉本　和繁

武内　俊暁

浜田　　勉

岡田　廣志

橋詰　昌明

井上　丈夫

上倉

瓶岩

久礼田

岡豊

国府

長岡

後免・野田

大篠

岩村

日章

前浜

三和

稲生

十市・緑ヶ丘

西


